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前々号までの 18 回が再編・加筆されて出版され

ることになった。書題は『突破するアイデア力  - 脱

常識の発想トレーニング』 

宝島社新書から 9 月 10 日、発刊予定である。主

な加筆部分は各節の末に「学びの効果」を付け加え

たことと未発表の新章「家族 - 子に学び、祖母に学

ぶ」を加えたこと。 

新章の内容としては、「未来からの使者 - 子供を

見れば未来が見える / IT 教育先進国～アメリカの

反省 / 収集力から編集力、そして…オリジナリティ

へ」「祖母からの贈り物 - 喪主代理という仕事：挨

拶と順序付け / 贈り物① 5 人の親族 / 贈り物② 

感謝の心 / そして、喪主代理として」 

 

さて前回に引き続き、雑誌・新聞の読み方のコツ

を見てみよう。 

 

＃横に読む 

 

時系列での比較や自らの問題意識があれば、一般

情報の中からでも大事なものが見つけ出せる、とい

うのが「縦」編であった。 

「横」編は、そう、同じテーマを同時期に横に、

メディア横断的に見比べてその差から真実に近づく

方法だ。 

 

中学の頃、活字マニア（活字なら何でも読む）だ

った私は、親に頼んで朝日新聞をとって貰った。当

時、既に福井新聞、中日スポーツをとり、更に燐家

に頼まれて赤旗（言わずと知れた共産党機関誌）を

とっていたので、我が家には毎朝 4 つの新聞が配達

されることになった（田舎なので夕刊はないが・・・）。 

 

 

 

毎朝、自宅で「やじうま新聞」状態だ。 

朝１時間、帰ってから 1 時間、3 紙（流石にスポ

ーツ紙は・・・競馬欄だけ）を端から端までじっく

り読むという習慣を高校卒業まで 6 年間続けた。 

大学時代からは日経新聞と朝日新聞の2紙を読ん

だ。特に紙面の比較をしようと思って読んでいたわ

けではないが、自然と編集方針の差や、記者のスタ

ンスの差が目に付いてはいた。 

何よりも一面トップが全然違う。日本国民にとっ

て最も大事なはずのニュースが、会社が変わると全

然違うのだ。これには驚いた。 

それでも変わらない部分が少なくとも「事実」な

のだろう。でも知らされない事実なんていくらもあ

る。 

 

その点、インターネットは便利だ。興味さえあれ

ばどんどん横に比較をすることが出来る（まだ歴史

がないので過去に遡るのはちょっと苦手）。体制的意

見、反体制的意見、良く分かんない意見、何でもあ

りなだけに面倒でもあるが、選別のしようでかなり

便利な「横読み」ツールとなる。 

 

＃端から端まで読む 

 

例え日経新聞一紙だけでも、端から端まで読んで

いくと面白いことが分かる。 

流石に「事実」（と称されるもの）が大きく変わる

わけではないが、同じテーマに対して記事部分と論

説部分で論調（肯定的・否定的）が違う、とか、あ

る産業や企業への見方（成長・成熟）が違う、とか。 

 

横に読むことで、欲しいのは「意見の巾」だ。 

      
第 20 号 ビジネス誌・紙は縦・横に読む（横編） + 祖母からの贈り物 

学 び の 源 泉  三 谷 宏 治 
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例えば、ある日、ローソンに関する記事が数頁離

れて 2 つ載っていた。一つはトップへのインタビュ

ー記事で数段ぶち抜きの大きなもの。 

そこでそのトップは様々な顧客や市場の変化につ

いて述べ、次への戦略論を展開する。 

「もう顧客は量や価格といったものには単純に反

応しない」「高価格おにぎりも売れている」「増量は

効かなくなった。コストが掛かる割にその分売上が

伸びたりはしない」「これからは高付加価値な商品

を・・・」等々。 

 

数頁離れて同じローソンの販促戦略について小さ

めの記事が謳う。 

「ローソン、8 月から主力『からあげクン』の増

量キャンペーン実施」 

しかも記事はこの「増量」戦略に対してかなり好

意的な論調である。「増量はコストが大して掛からな

い割に、集客効果が高い」 

 

まあ、大企業とは万事がこんなものかも知れない。

よく言えば多面性、悪く言えば混沌。そして、大新

聞とはこんなものかも知れない。記者が違えば、紙

面が離れれば（デスクが違えば）、記事間の整合など

取りようもない。 

でも、それは我々にとってチャンスでもある。そ

こから様々な企業の本音、新聞記者の気持ちが漏れ

見える。 

 

＃国横断で見る 

 

NHK BS1、朝 6:15 からの「おはよう世界」も、

完全な「ながら試聴」だが役に立つ。アメリカ・CNN、

同・ABC、カタール・アルジャジーラ、イギリス・

BBC、フランス・F2、スペイン・TVE、韓国・KBS、

中国・CCTV、と主要どころを押さえ、そのトップ

ニュースを伝えてくれる。 

もちろん国々によってトップニュースは大きく異

なる。それでも世界での関心事（問題）の幅広さを

知るには丁度良いし、日本の関心事が（多くの場合）

世界の無関心事であることもよく分かる。 

靖国問題を取り上げるのは中国と韓国だけ。他の

国にとっては 50 年前の戦争よりもっと喫緊のテロ

問題があり、もっと深い宗教的怨念がある、等。 

 

＃秘密の情報源・・・告白 

 

告白しよう。1 つだけほぼ定期的に読んでいる「特

別な情報源」がある。割とメジャーなメールマガジ

ンだとも思うが、それは「HotWired Japan」だ1（現 

http://wiredvision.jp/）。米 HotWired の翻訳記事

が中心だが、その日本語訳のレベルがまず凄い。こ

れだけ難しいテーマを、しかも Hot で Cool な日本

語で、実に流麗に訳してある。書き手の気持ちが伝

わる翻訳だ。 

内容はもちろん最高。といっても他と比べたこと

がないから知らないが、私の好きな最新の天文学ニ

ュースから、スティーブ・ジョブズ（アップル社

CEO）の名言集まで。実にクールな話題が満載だ。

しかも過去の関連記事との関連リンクが整理されて

いるので、興味があればどんどん遡り、突っ込んで

いける。 

これは私にとってはビジネスネタというよりは、

人生ネタだ。世界の広さと深さ、色を教えてくれる。 

永年お世話になってきた恩返しも含め、ここで告

白・宣伝する。 

 

最後に『突破するアイデア力』の新章の終わり部

分を一部紹介しよう。 

 

                                                  
1 06 年 3 月に更新が停止された。07 年 5 月 Wired 

Vision として再開 
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＃喪主代理という仕事：挨拶と順序付け 

 

2006 年 4 月のある日曜の夜、父方の祖母が亡く

なった。 

享年 93、大正元年生まれの大往生である。 

喪主である父の具合が悪いこともあり、その長男

である私が、喪主代理を務めることになった。 

 

まずは形式的に、喪主（代理）というものの仕事

を並べてみよう。 

介護施設で老衰による自然死を迎え、医師により

臨終が宣告された後、彼女の遺体は自宅に移され安

置された。 

そこから膨大な相談事と様々な行事が始まる。 

もちろん多くは喪主が指名した仕切り役（葬儀委

員長）によって差配されるが、喪主でなくてはいけ

ない仕事も数多い。一言で言えば、あらゆる手配内

容の最終決定とあらゆる参列者とのコミュニケーシ

ョン、金銭の管理といったところだろうか。 

その中でも喪主の最も大切な仕事は「挨拶」だ。 

非公式なものや小さなものは数限りなくあるが、

公式な大きなものは今回の例で言えば、通夜と告別

式の 2 回。これがメインとなる。 

 

誰もこんなことに経験の深い人は居ないので「下

手で良い」とは言われるが、親戚・友人・知人 100

名を優に超える参列者の前での「家」を代表しての

挨拶は、かなりしびれる経験だった。しかも、スピ

ーチ内容を考えているヒマなど殆どないし、眠気で

頭も回らない。 

こういうせっぱ詰まった時に（しかも個人の葬儀

という場で）話せる内容とはなんだろうか。 

結局それは、心に刻まれているその故人との想い

出、あるとき抱いた感情、故人が明確にこの世に残

したもの、そしてそれらが指し示す故人の生き方と

その意味、といったものではないだろうか。 

これを祖母からの「贈り物」として、私は挨拶

で皆に述べた。 

 

＃祖母からの贈り物 

 

祖母からの我々への第一の贈り物は、親族その

ものだ。 

彼女には 5 人の子供（もともとは 8 人）、13

人の孫、22 人の曾孫がいる（06 年 4 月現在）。

計 40 名、その配偶者も合わせれば 58 名が家系

図上（もし書けば）彼女の下にぶら下がることに

なる。 

これだけの人数が自然と互いに知り合い、助け

合えることこそ、最大の価値だろう。これはひと

えに「ルーツ」たる祖母のお陰である。 

 

もう一つの贈り物は、感謝の言葉、だ。 

彼女は若くして近所の八百屋（三谷家）に嫁ぎ、

3 男 5 女をもうけたが 2 女は幼くして亡くなっ

た。 

福井を襲った未曾有の大震災で家は全壊、見事

にぺしゃんこ（ちなみにこの大地震によって以降、

倒壊率 80％以上という「震度 7」が新しく設定

された）。 

それを再建した直後に、隣家からの失火で家は

再び焼失。 

53 才で夫を亡くし、75 才の時には長男を喪っ

た。83 才の時にはたった一人の兄弟も交通事故

で亡くした。 

友人達も次々他界する中で、それらの葬儀の度

「もう長生きしていたくない」と祖母は泣いてい

た。 

 

でも、我々が思い出す普段の彼女はいつも笑顔
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だ。 

会う度、私たちの手を取り、拝むようにして言

う。「ありがとのぉ」「ほんと、○○ちゃんのお陰

や」「かてぇけの（健康ですか）」 

顔をくしゃくしゃにして感謝の言葉と、健康へ

の気遣いを繰り返す。 

耳が遠いので返答しても殆ど通じない。それで

もいいのだ。こちらが微笑み返すことで意は通じ

る。 

「おばあちゃん、ボクは元気だよ。おばあちゃ

んも元気そうで、ボクも嬉しいよ」 

 

＃そして、喪主代理として 

 

そんな祖母を、皆に覚えていて欲しくて、私な

りに精一杯の挨拶をした。祖母が私たちに教えて

くれたことを一生懸命伝えた。 

「長生きすることは良いことなんだ」と。 

そして、白木の棺に入った祖母に向かって、何

度も語りかけた。 

感謝の言葉を一杯掛けてくれてありがとう。 

 

ヒトは褒められるために生きている。身近なヒ

トに、認められるために生きている。そういうこ

とを教えてくれてありがとう。 

4 月、郷里は丁度、桜の開花の頃。ちょっと遅

めの桜とともに祖母は多くの子供・孫たちに別れ

を告げた。 

 

おばあちゃん、ご苦労様。そして、ありがとう。 
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